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論文題目： 戦後音楽教育における「情操」概念の機能 

 学位申請者 山本 耕平 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授  伊東 信宏 

  副査 大阪大学教授  永田 靖 

  副査 大阪大学准教授  輪島 裕介 

       副査 和歌山大学教授   菅 道子 

【論文内容の要旨】 

 第二次大戦後の日本において、音楽は、学校教育の場では「情操教育」という概念と結びつけて理解されてき

た。すでに 1947 年の「学習指導要領（試案）」において「音楽教育即情操教育」という言葉が用いられており、

その後もこの概念は様々な議論を呼びながらも、現代にいたるまで維持されている。本論文は、戦後音楽教育史

において重要でありながら曖昧であったために様々な意味を担わされてきた「情操」の概念について、歴史的な

検討を加えるとともに、その機能について考察することを目的としている。扱われる時代は、より厳密には敗戦

直後の 1947 年から、学習指導要領の改定が一つの決着を迎える 1968 年までである。 

 全体は大きく２部に分かれる。第一部の５つの章は、主として概念史を扱い、第二部はそこから浮かび上がっ

てきたいくつかのトピックに関する各論とも言えるものである。第一章では、「情操」という言葉の初出（1880 年

前後）から、それが音楽教育の目標として取り入れられていく過程を明らかにする。とりわけ、戦前と前後の音

楽教育に「情操」という観点からの連続性を見るところに本論文の特色がある。第二章は、教育課程審議会など

の議論から、文部省において情操教育としての音楽科という考え方が定着していく過程を描き出す。第三章では、

1950 年代の学習指導要領改定、およびその周辺の言説を検討し、この時代の音楽教育が道徳教育へと次第に歩み

寄りつつあったことを示している。第四章は、1958 年の学習指導要領の改定時期において、日本教職員組合（以

下日教組）の理論的指導者であった園部三郎や現場の教師たちによる批判を扱う。戦前の「情操注入主義」とも、

戦後の諸井三郎の方針が結果として招いた「技術注入主義」とも違う「人間形成」としての音楽教育という考え

方が広まっていたことが明らかにされる。第五章は、東京都文京区立柳町小学校の実践などを手がかりとして 1960

年代の情操教育について検討している。学校の現場では、音楽は主に「協調性」のように間接的な音楽の効果が

重視されていた、とする。 

 第二部では、第一部での議論を踏まえ、音楽教育に含まれる情操教育の諸側面を、実際のカリキュラムや教材、

あるいは学校現場での指導の実態などから明らかにしていく。第六章は、戦後日本における「子どもの歌」の歴

史を、ろばの会の活動などを中心に追っている。第七章は、日教組主催による教育研究全国集会における大阪音

楽教育の会の活動に注目し、1970 年代の歌唱教育の理念を検討している。第八章は、音楽室における作曲家の肖



像画の問題を取り上げる。また第九章では、日本の教育現場における「月光の曲」にまつわる逸話の受容の過程

を辿り、そこで描かれたベートーヴェン像を詳らかにするとともに、ベートーヴェンを通じた人間形成がどのよ

うにして行われていたのかを明らかにする。 

 そして終章では、第一部と第二部の議論を総括しながら、結論として戦後音楽教育における「情操」概念は、

曖昧さを孕みながらも、むしろその時々に意味を変えながら利用されてきたことを指摘し、最後にこれからの音

楽教育においては、むしろ音楽と社会の関わりについて、より積極的に学び、音楽について書いたり話したりす

ることを取り入れていくべきだ、という提言を行って閉じられる。 

 序章、終章を加えて全 11 章、164 頁と参考文献表から成る。本文中には「情操」概念の変遷をまとめた表など

とともに、文科省の課長によるメモの書き起こしや、学習指導要領における音楽教室レイアウト例など、ユニー

クな資料が含まれている。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文に関する口頭試問は、2018 年 2月 12 日（月）に、およそ２時間にわたって実施した。まずここで高く評

価されたのは、本論文が、音楽教育における「情操」という曖昧な概念について歴史的概観を抑えた上で、「教室

の肖像画」や「月光の曲のエピソード」のような個別のトピックについても興味深い議論を展開した点、つまり

第一部と第二部の双方で、独自の議論を展開できたという点である。また、戦後すぐに出た音楽科学習指導要領

（試案）における諸井三郎の「音楽教育即情操教育」という方針が、50年代に入ってもう一度ゆり戻しを受けた

過程を、行政側からだけではなく、教師、あるいは教職員組合の側からの資料も含めて検討したことも重要であ

る。特に、第二章の衆議院文教委員会の議事録や、文科省鹿内瑞子氏の旧蔵資料（表５）、あるいは第三章におけ

るやはり文部省の課長であった大田周夫氏の旧蔵資料（表６）などの資料を掘り起こし、整理し、議論の骨組み

としたことは、この論文の価値を高めていると思われる。さらに、第八章、第九章の着眼点もユニークであり、

さらなる展開が期待できるという点では、審査員の意見が一致した。

 ただ戦前と戦後の「情操」教育観に連続性が見られる、という本論文の主張に対しては、その根拠となった個々

の発言や文言の背景をもう少し丁寧に見ることで、単なる連続性ではなく、その差異をも見てとるべきだという

指摘もあった。また、論文のまとめ方としては、「情操」という概念が、様々な意味を孕み得るがゆえに、その時々

に、それぞれの立場から解釈され、結果として長く音楽教育と関連付けられてきた点に、この概念の特殊性と可

能性と限界とを見る、というやり方があったのではないか、という指摘も多かった。

 その他、「芸術音楽」「大衆音楽」「教育音楽」という三区分をもう少し議論に活かす方法があったのではないか、

あるいはここで扱われている「音楽教育」は学校の教科としての音楽教育だけだが、その範囲を広げて考える可

能性もある、という指摘もあった。同時期の演劇教育との対比も問題になり、それらを含みこむことで今後、本

研究は音楽教育史だけではなく、戦後の文化政策、文化史などへと広がる可能性を持つことも示された。

 本研究科に提出された論文としては、本論文は音楽教育の歴史という稀な主題を扱っていたが、教育史の手続

きを踏まえつつ、音楽学の視点もうまく議論に取り込み、総じて興味深い成果をあげたと言える。口頭審査にお

いて指摘されたようないくつかの問題点はあるが、本論文は独自の視点からいくつもの新しい知見を得ており、

その意義は大きい。博士（文学）の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。


